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２編 災害廃棄物対策 

 

１章 組織体制・指揮命令系統 

（１）音更町災害対策本部 

 町内で災害が発生し、または災害が発生する恐れがある場合で、必要があると認めるときは、

音更町地域防災計画の定めるところにより、災害対策本部を設置する。発災直後の配備体制と業

務については、地域防災計画に基づき図 2-1-1 のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1-1 災害対策本部の構成 

出典：音更町地域防災計画 p.24 
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音更町地域防災計画では、災害対策本部における各部・班の所掌事務が定められており、災害

廃棄物については環境衛生班が対応する。環境衛生班が行う事務内容としては以下のものがある。 

 

  １ 被災地の環境衛生保持に関すること 

  ２ 災害時の公害防止対策及び緊急措置に関すること 

  ３ 災害時の清掃及び廃棄物の処理に関すること 

  ４ 防疫業務の支援に関すること 

  ５ じん芥の収集、し尿の汲取り、死亡獣畜の処理等に関すること 

  ６ 災害時における交通事故防止対策に関すること 

  ７ 交通対策に伴う関係機関との連絡調整に関すること 

  ８ 行方不明者の捜索に関すること 

  ９ 遺体の収容及び安置に関すること 

  １０ 逸走犬等家庭動物の収容に関すること 

  １１ その他特命事項に関すること 
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（２）災害廃棄物対策の担当組織 

 災害廃棄物処理を担当する組織の組織体制と実施が必要な業務については、図 2-1-2 のとおり

とする。組織体制図で示す業務の実施が必要となるため、発災前に組織体制を検討しておき、発

災直後から迅速に対応できるよう準備をしておく。また、発災後には災害の規模、被災状況、職

員の被災状況などを勘案し、応援要請を含めた組織体制の見直しを行うこととする。災害応急対

応初期の業務は人命救助を優先とした災害廃棄物の撤去や避難所等におけるし尿処理が中心とな

るが、復旧・復興期は災害廃棄物の処理が中心業務となるように、必要とされる重点業務は時間

の経過により変化するため、処理の進捗等に応じた組織体制の見直しを実施する。災害廃棄物処

理において連携が想定される各部班の事務について表 2-1-1 に示す。 
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表 2-1-1 災害廃棄物処理において連携が想定される各部班の事務 

部 班名 所掌事務 

総括部 総務班 ・防災会議及び防災関係機関との連絡調整に関すること 

・災害対策の業務計画作成に関すること 

・自衛隊にの派遣要請に関すること 

・災害状況の取りまとめ及び報告に関すること 

・災害日誌及び災害記録に関すること 

・災害時の車両の確保及び配車に関すること 

・他市町村等の応援要請に関すること 

町民生活対策部 避難対策第 1 班 

避難対策第 2 班 

・避難所の総括（解説、管理及び運営）及び連絡調整に関す

ること 

広報財政対策部 広報第 1 班 

広報第 2 班 

 

・町民に対する警報、避難準備・高齢者等避難開始、避難勧

告、避難指示（緊急）及び避難機序、災害情報等の周知、

広報に関すること 

・災害に関する相談、苦情等の処理に関すること 

財政班 ・災害応急対策及び災害復旧に要する資金計画に関すること 

水道土木対策部 管理班 ・道路、橋梁及び河川の被災調査及び防災措置に関すること 

・道路の通行禁止及び制限の措置の総合調整に関すること 

・被災地の復旧事業に関すること 

道路班 ・道路、橋梁及び河川の保護及び防災措置に関すること 

・市街地の浸水防止対策に関すること 

・応急資材の需給計画作成及び実施に関すること 

・障害物の除去に関すること 

・応急作業用車両等の確保及び応急資機材の調達、輸送に関

すること 

・災害復旧工事に関すること 

住宅班 ・被災家屋等の構造的被害状況調査に関すること 

・応急仮設住宅の建設に関すること 

・被災家屋等の応急修理に関すること 

上下水道班 ・下水道施設の被災調査及び応急対策に関すること 

・応急作業に必要な資機材の確保及び輸送に関すること 

・水道施設の被災調査及び応急対策に関すること 

※音更町地域防災計画 p.25-30 を参考に一部抜粋 
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（３）発災後に行う業務内容 

発災後の各フェーズで行う業務について表 2-1-2、図 2-1-2 災害規模により異なるが、初動期は

発災から 3 日後程度、応急対応（前半）は発災から 3 週間程度、応急対応（後半）はそれ以降の

3 か月程度まで、復旧・復興は応急対策後から 3 年程度を目安とする。また、表 2-1-3 に初動期

において優先的に行う業務を示す。 

 

表 2-1-2 被災者の生活に伴う廃棄物等の処理 

項目 内容 

初動期 

（発災～3 日後） 

生活ごみ 

避難所ごみ等 

・収集方法の確立・周知・広報 

・生活ごみ、避難所ごみの保管場所の確保 

仮設トイレ等

のし尿 

・仮設トイレ（簡易トイレを含む）の確保 

・消臭剤や脱臭剤の確保 

・仮設トイレの必要数の把握 

・仮設トイレの運搬、し尿の汲取り運搬計画の策定 

・仮設トイレの設置 

・し尿の受入施設の確保 

・仮設トイレの管理、し尿の収集、処理 

応急対応 

前半 

（発災～3 週間後） 

生活ごみ 

避難所ごみ等 

・災害廃棄物の緊急処理受入 

・収集状況の確認と必要に応じて支援要請 

・収集運搬、処理体制の確保 

（処理施設の稼働状況に合わせた分別区分の決定） 

・収集運搬、処理の実施、残渣の最終処分 

・感染性廃棄物への対策 

仮設トイレ等

のし尿 

・収集状況の確認、支援要請 

・仮設トイレの使用方法、維持管理方法等の利用者への指

導（衛生的な使用状況の確保） 

応急対応 

後半 

（発災 3 週間後～3 か月後） 

生活ごみ 

避難所ごみ等 

・ごみ処理施設等の補修、再稼働の実施 

（十勝圏複合事務組合が実施） 

復興・復旧 

（発災 3 か月後～3 年） 

仮設トイレ等

のし尿 

・避難所の閉鎖 

・下水道の復旧等に伴う仮設トイレの撤去 

※出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（令和 2 年 2 月）環境省」を参考に作成 
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図 2-1-2 災害廃棄物処理 

※出典：環境省災害廃棄物対策指針（平成 30 年 3 月）p.1-14、図 1-3-4 
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表 2-1-3 初動期において優先的に行う業務 

区分 早急に実施 6 時間以内 72 時間以内 

情報収集及び記録 

・職員の安否確認 

・被災状況の確認（廃棄

物処理施設、インフラ、

ごみ収集運搬業者、収

集運搬ルート等） 

・避難所の設置、避難者

数の確認 

  

協力体制の構築 
・十勝総合振興局との情

報共有 

・協定事業者との連携 

  

住民への広報 
・ごみ分別徹底、便乗ご

みの防止等の広報 

・相談窓口の開設 

  

し尿収集・処理 

 ・仮設トイレの設置 

・簡易トイレ配布 

・避難所・家庭からの収集

運搬ルートの確認 

・収集開始 

 

ごみ収集・処理 

 ・災害廃棄物の収集・運搬

方法の決定 

・資機材、人員確保 

・収集時期・場所、廃棄物

の種類等を住民へ周知 

・ごみ分別区分・排出方法

を周知 

・収集ルート決定後ごみ収

集開始 

 

仮置場の設置・運営 

 ・災害廃棄物発生量を推計 

・必要面積の算出 

・事前候補地の中から決定 

・分別看板の設置、チラシ

の配布 

・管理員、作業員の確保 

 

※出典：「災害時の一般廃棄物処理に関する初動対応の手引き（令和 2 年 2 月）環境省」を参考に作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


